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秋
の
火
災
予
防
運
動

▼
消
防
本
部
予
防
課（
89
局
9
6
8
2
番
）

● 

火
災
予
防
へ
の
意
識
を
高
め
よ
う

　
「
忘
れ
て
な
い
？ 

サ
イ
フ
に
ス

マ
ホ
に 

火
の
確
認
」
を
統
一
標

語
に
、
11
月
９
日
か
ら
15
日
ま

で
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
全

国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。
日

頃
か
ら
火
に
対
す
る
注
意
と
、

放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り
を

行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
、
適

切
に
維
持
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
は
っ
ぴ
通
園

　

保
育
園
・
幼
稚
園
の
園
児
が

「
火
の
用
心
」
の
法
被
を
着
て
通

園
し
ま
す
。

■
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
防
火
作
品
展

　

11
月
9
日
か
ら
15
日
ま
で
、

市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー
で
、
習
字

と
ポ
ス
タ
ー
の
金
・
銀
・
銅
賞

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

■
豊
川
市
防
火
大
会

　

11
月
8
日
（
木
）
午
後
２
時

か
ら
、
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
、

防
火
思
想
の
普
及
功
労
者
の
表

彰
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
老
朽
化
し
た
消
火
器
の
回
収

　

11
月
8
日
（
木
）
午
前
10
時

か
ら
午
後
3
時
ま
で
、
文
化
会

館
市
民
広
場
で
、
一
般
家
庭
で

不
要
に
な
っ
た
消
火
器
の
回
収

を
行
い
ま
す
。
大
き
さ
は
20
型

ま
で
で
、
回
収
費
用
は
１
本

１
千
円
で
す
。
な
お
、
ス
プ
レ

ー
式
消
火
器
具
の
回
収
は
行
い

ま
せ
ん
。

新
成
人
祝
賀
会

▼
生
涯
学
習
課（
88
局
8
0
3
5
番
）

● 

新
成
人
が
晴
れ
の
門
出
を
迎
え
ま
す

日
時　

１
月
13
日
（
日
）
午
前

10
時
30
分
か
ら
受
付
。
午
前
11

時
か
ら
開
始

会
場　

総
合
体
育
館
メ
イ
ン
ア

リ
ー
ナ

対
象　

平
成
10
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
11
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
、
平
成
30
年
10
月
１
日

現
在
で
豊
川
市
の
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
に
、

案
内
状
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

仕
事
や
学
校
な
ど
の
都
合
で
他

の
市
区
町
村
に
転
出
し
て
い
る

方
や
、
豊
川
市
に
住
ん
で
い
る

が
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
な
い
な
ど
の
理
由
で
案
内

状
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
も

当
日
、
参
加
で
き
ま
す

そ
の
他
　
駐
車
場
は
、
日
本
車

両
駐
車
場
（
午
後
１
時
に
閉
門
）

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
駐
車

台
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
公

共
交
通
機
関
や
乗
り
合
わ
せ
で

の
来
場
を
お
願
い
し
ま
す

諏訪町駅
名鉄豊川線

姫街道

総合体育館
●

消防署 郵便局 市役所●

体育館前消防署前
プリオ・プリオⅡ

駐車場（日本車両駐車場）

南門橋
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諏訪まちリアルすごろく
⇔都市計画課（89局2147番）

● サイコロを振ってまちを歩こう

　

す
わ
ポ
ン
商
店
会
と
豊
川
市

開
発
ビ
ル
で
は
、
中
心
市
街
地

の
諏
訪
地
区
で
「
諏
訪
ま
ち
リ

ア
ル
す
ご
ろ
く
」
を
開
催
し
ま

す
。
サ
イ
コ
ロ
を
振
っ
て
、
す

ご
ろ
く
の
マ
ス
に
見
立
て
た
店

舗
や
施
設
を
巡
る
体
験
型
の
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
個
人
、
グ
ル
ー

プ
は
問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
ま
た
、
時
間
内

に
ゴ
ー
ル
す
る
と
、
賞
品
が
当

た
る
抽
選
会
に
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

11
月
11
日
（
日
）
の
正

午
か
ら
午
後
5
時
ま
で

費
用　

１
組
５
０
０
円

申
込　

当
日
の
正
午
か
ら
午
後

1
時
ま
で
、
豊
川
市
民
プ
ラ
ザ

（
プ
リ
オ
Ⅱ
４
階
）
で
受
付

そ
の
他　

当
日
は
、
イ
ベ
ン
ト

の
中
で
使
え
る
金
券
を
、
１
組

に
つ
き
５
０
０
円
分
お
渡
し
し

ま
す
。
な
お
、安
全
確
保
の
た
め
、

自
転
車
で
の
参
加
は
で
き
ま
せ

ん

荒天時の開催について

　雨天決行ですが、荒
天などで中止する際
は、当日、午前11時ま
でに豊川市開発ビル
ホームページでお知
らせします。

START!

GOAL!

他にも楽しい
イベントが
いっぱい！

縁結びの神様とパワースポットコース 推
奨
観
光
ル
ー
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

▼
商
工
観
光
課（
89
局
２
１
４
0
番
）

● 
豊
川
市
の
魅
力
を
発
見
し
よ
う

　

市
が
推
奨
す
る
観
光
ル
ー
ト

を
楽
し
み
な
が
ら
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
推
奨
観
光
ル
ー
ト
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

12
月
1
日
（
土
）
午
前

９
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
（
荒

天
中
止
）

受
付
場
所　

Ｊ
Ｒ
三
河
一
宮
駅

内
容
　
大
和
の
大
い
ち
ょ
う
、

玉
林
寺
、
み
ち
び
き
不
動
尊
な

ど
を
巡
り
、
ゴ
ー
ル
の
砥
鹿
神

社
を
目
指
し
ま
す

申
込　

当
日
、
午
前
９
時
か
ら

午
前
11
時
ま
で
に
、
直
接
、
受

付
場
所
へ

そ
の
他　

3
カ
所
の
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
で
ス
タ
ン
プ
を
集
め

て
午
後
3
時
ま
で
に
ゴ
ー
ル
し

た
方
に
参
加
賞
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す

玉林寺（麻生田町）

ＪＲ三河一宮駅出発

大和の大いちょう（豊津町）

砥鹿神社到着

みちびき不動尊（大橋町）

高さ25㍍、樹齢90年を超
えるイチョウの巨木。遠くか
ら見ると「打ち出の小槌」
のように見えます。

昭和43年に市の天然記念
物に指定された推定樹齢
600年のクスの巨木があ
ります。

御殿山上にあるみちびき
不動の尊像は、身の丈約3
㍍で、苦を抜き、楽を与えて
くれるといわれています。

チェックポイント

チェックポイント

チェックポイント

豊川市開発ビル
ホームページ

お店に行って

いろいろな

挑戦ができる
よ！
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若
手
職
員
が
伝
え
ま
す

市
役
所
の
仕
事

▼
人
事
課（
89
局
2
1
2
2
番
）

● 
市
役
所
の
あ
れ
こ
れ
お
話
し
ま
す

豊川市防災講演会
⇔防災対策課（89局2194番）

● 日頃から災害への備えを万全に

　

市
役
所
の
日
々
の
仕
事
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

事
務
職
、
技
術
職
、
保
健
師
、

消
防
職
、
保
育
士
と
し
て
働
く

若
手
職
員
が
、
仕
事
に
対
す
る

思
い
や
業
務
内
容
な
ど
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。

日
時　

12
月
25
日
（
火
）
午
後

1
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で

会
場
　
市
役
所
本
31
会
議
室
（
本

　

市
で
は
、
市
民
の
防
災
意
識

を
高
め
、
災
害
へ
の
備
え
の
充

実
・
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
豊
川
市
防
災
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

12
月
15
日
（
土
）
第
一

部
は
午
後
1
時
30
分
か
ら
午
後

3
時
10
分
ま
で
。
第
二
部
は
、

午
後
3
時
20
分
か
ら
午
後
4
時

10
分
ま
で

会
場　

文
化
会
館

講
師
・
内
容　

第
一
部
は
、
ス
マ

ー
ト
サ
バ
イ
バ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
特
別
講
師
・
か
も
ん
ま
ゆ
さ
ん

に
よ
る
「
大
地
震
！
そ
の
時
、
子

ど
も
の
い
の
ち
を
守
る
た
め
に

今
、
マ
マ
・
パ
パ
が
で
き
る
こ
と
」

と
題
し
た
講
演
。
第
二
部
は
、
落

語
家
・
桂
宮
治
さ
ん
に
よ
る
公
演

と
、
公
演
中
に
地
震
が
発
生
し
た

こ
と
を
想
定
し
た
避
難
訓
練

定
員　

4
５
０
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申
込　

当
日
、
会
場
へ

そ
の
他　

託
児
あ
り
。
11
月
30

日
（
金
）
ま
で
、
直
接
、
ま
た

は
電
話
で
、
防
災
対
策
課
へ

 参加された方に
防災グッズをプレゼント！

　参加者全員に
「防災用非常食」
を、先着 100 人
に防災グッズ「簡
易トイレ」をプレ
ゼントします。

かもん まゆ さん桂 宮治 さん

庁
舎
3
階
）

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

対
象　

就
職
を
考
え
て
い
る
大

学
生
の
方
な
ど

持
ち
物　

筆
記
用
具

そ
の
他　

服
装
自
由

市 役 所 の リ ア ル を 伝 え ま す

申込はこちら

あいち電子申請
届出システム

11月９日～12月5日
の8：30～17：15、あ
いち電子申請届出シ
ステムで受付。詳しい
ことは、市ホームペー
ジを確認してくださ
い。
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　「
豊
川
市
人
事
行
政
の
運
営
等

の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」

に
基
づ
き
、
平
成
29
年
度
の
市

職
員
の
勤
務
条
件
や
服
務
の
状

況
、
研
修
な
ど
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

● 
市
職
員
の
人
材
育
成
や
任
用
状
況
の
お
知
ら
せ

▼
人
事
課（
８９
局
2
1
2
2
番
）

■
人
材
育
成

　
「
新
・
豊
川
市
人
財
育
成
基
本

方
針
」
に
基
づ
き
、
職
員
研
修

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
目

標
の
達
成
水
準
で
業
績
を
評
価

す
る
目
標
管
理
と
、
職
員
の
業

績
や
仕
事
ぶ
り
、
能
力
を
評
価

す
る
人
事
評
価
を
実
施
し
、
職

員
の
能
力
開
発
と
、
よ
り
効
果

的
な
行
政
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

■
職
員
の
任
免
と
職
員
数

　

平
成
32
年
度
ま
で
を
計
画
期

間
と
す
る
「
第
５
次
豊
川
市
定

員
適
正
化
計
画
」
に
よ
り
、
定

員
の
適
正
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
29
年
度
の
採
用
・

退
職
者
数
は
表
１
、
平
成
29
年

度
か
ら
平
成
30
年
度
に
か
け
て

の
職
員
数
の
増
減
は
表
２
の
と

お
り
で
す
。　

■
職
員
の
勤
務
時
間
と
休
暇

　

職
員
の
勤
務
時
間
は
、
原
則
、

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で
の
週
38
時
間
45
分
で

す
。
た
だ
し
、
病
院
や
消
防
な

ど
変
則
勤
務
体
制
の
職
場
は
こ

の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

職
員
が
取
得
で
き
る
主
な
休

暇
な
ど
は
、
年
次
休
暇
・
特
別

休
暇
・
介
護
休
暇
・
育
児
休
業

な
ど
で
す
。
平
成
29
年
度
の
年

次
休
暇
の
平
均
取
得
日
数
は
、

9
・
2
日
（
非
現
業
の
一
般
職
員
）

で
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
育
児

休
業
を
取
得
し
た
職
員
は
、
女

性
が
34
人
で
し
た
。

■
職
員
の
分
限
と
懲
戒
の
状
況

　

分
限
処
分
と
は
、
公
務
能
率

の
維
持
と
適
正
な
運
営
の
確
保

と
い
う
観
点
か
ら
、
職
員
に
対

し
て
行
う
処
分
で
、
降
任
・
免
職
・

休
職
・
降
給
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

懲
戒
処
分
と
は
、
職
員
の
非
違

行
為
に
対
し
て
職
場
の
秩
序
を

維
持
・
回
復
す
る
た
め
に
行
わ

れ
る
制
裁
的
な
処
分
で
、
戒
告
・

減
給
・
停
職
・
免
職
が
あ
り
ま
す
。

平
成
29
年
度
は
、
分
限
処
分
と

し
て
、
免
職
処
分
を
1
件
（
1

人
）、休
職
処
分
を
51
件
（
15
人
）、

懲
戒
処
分
と
し
て
、
戒
告
処
分

を
1
件
（
1
人
）
行
い
ま
し
た
。　

※職員数は、市長などの特別職、再任用短時間勤務職員、臨時職員及び非常勤
　職員を除く。△は減少。（　）内は医療職

職員数の状況（平成30年４月１日現在）（単位：人）

区　分 採　用
退　　　職

定年 勧奨 その他 計
事務職 30 19 3 8 30
技術職 10 3 0 6 9
保育士 19 4 0 5 9
保健師 2 0 0 1 1
消防士 8 8 1 1 10
医療職 92 5 2 56 63

技能労務職 7 7 0 1 8
計 168 46 6 78 130

平成29年度の採用・退職の状況（単位：人）表１表１

表２表２

区分・部門
職員数 対前年

増減数 主な増減理由
29年度 30年度

普
通
会
計

議会 10 10 0

総務 191 190 △1 内部統制業務の増、再任用フルタイ
ム職員の増。広報広聴業務の減

税務 55 53 △2
広域連合業務の増。税務・収納管理
業務の減。再任用短時間勤務職員
の活用による減

民生 304 332 28

地域包括ケア業務、保育業務、生活
保護業務の増、保育士の充実、介護
保険者が広域連合に統合されたこと
による増。高齢者支援業務の減、管
理職機能の収れんによる減

衛生 73 74 1 収集作業業務の充実による増。再任
用短時間勤務職員の活用による減

労働 1 1 0
農林水産 20 20 0

商工 13 13 0

土木 110 110 0
区画整理、建築、都市計画、下水整
備業務の増。管理職機能の収れん、
再任用短時間勤務職員の活用による
減

一般行政
計 777 803 26

〈参考〉人口 1 万人当たりの職員
数 43.16 人（類似団体の職員数
47.47 人）

教育 72 73 1 生涯学習、図書館業務の増。再任用
短時間勤務職員の活用による減

消防 183 180 △3 再任用短時間勤務職員の活用による
減

普通会計計 1,032 1,056 24
〈参考〉人口 1 万人当たりの職員
数 56.77 人（類似団体の職員数
65.43 人）

公
営
企
業
等
会
計

病院 703
（658）

735
（683）

32
（25）医療技術職員の増。病棟用務員の減

水道 33 34 1 再任用フルタイム職員の増

下水道 22 22 0 再任用フルタイム職員の増。普通会
計への移行による減

介護保険 19 0 △19 介護保険者が広域連合に統合された
ことによる減

その他 21 21 0
公営企業等

会計計 798 812 14

合計 1,830 1,868 38〈参考〉人口 1 万人当たりの職員数
100.42 人

医療職を
除く合計 1,172 1,185 13

※採用は、平成29年４月２日～平成30年４月１日
※退職は、平成29年４月１日～平成30年３月31日、定年は60歳（医師は

65歳）
※勧奨は、定年前の早期退職
※その他は、自己都合による退職など
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